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第１章 区内老舗企業経営者に聞く「老舗の訓（おしえ）」 

１．経営理念を守る老舗企業 

歴史を重ねてきた老舗企業には、代々受け継がれてきた理念や家訓があり、

必ずしも書かれたものがなくても父祖の代から言い伝えられてきた訓えとなる

言葉や精神が今に息づいている企業が多かった。 

具体的には、「信用」「信頼」「誠実」などの言葉のほか、顧客を重視する姿勢

を表していることや金銭にまつわる戒めといったことが大事だとしている。祖

父母から言い伝えられてきたことや躾の中で伝えられてきたことは、今でも記

憶に残っており、そうした言葉が身体に染みついていると語る経営者もいた。

いずれにしても、企業経営に関することのみならず、人生の処世訓にもつなが

る意義深い内容が多い。 

また、経営者自身が、こうした社訓・経営理念を深く理解し、事業を展開し

ているだけでなく、その社訓・経営理念を従業員との共通認識として社内に浸

透させるべく、社内の目につくところに掲示したり、朝礼等の場で常に言い続

けている企業、さらには、従業員に理念などを記したカードを作成し配布して

いる企業もあった。 

 

＜参考＞中央区内老舗企業に関する調査（東京商工会議所中央支部：平成 20年）から 

東京商工会議所中央支部が、実施した調査でも、7割以上(70.6％)の企業が「社

訓（家訓）や経営理念（社是）がある」と回答している。 

 

図表 10 社訓（家訓）や経営理念（社是）の有無（N=51） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その内容は経営に関する基本方針や具体的な行動規範に関するものが多く、

「信用」「誠」「誠実」の表現を使った内容が多かった。为なものとしては、「商

いは誠に尽くして奉仕するもの」「誠あるところに信あり」「信用を大切に」「誠
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